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   3 ネ直物の本マ|ミ は、tの 中のJく tロスイスするイ隻守月ハ"物 ろ。

t  (1)ト ウモロ,)の 沐口|ミ フし、てt資 ロヌした〕欠の文の [ | ,■ 入ろJh tη

十ミ鵠句宅宅t,1れ1.

(  トウ■口っレのネ長 tノを入察 すると、1同 じめ 千1太 くの縁 か 木尾tY

、   ら琴り′(資 てぃた 。 ミのようチF根 を |  |と l))、

、_(2)ト ウInョ )の 本lか ら ,及 И実 ミ人 た 1く の 〕へ 久Jt関 する 女 と して

通t刀 なtの t.〕欠のア～‐から |フ 理瞑・■の筏毛t著 せチょて、)。

(本 げ
:本

2 )

ヽ

て

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

｀  ア ムの中′t輪 のぃ に 立にた・雑嗜生の中雀憂ろ.

イ、知 日が ,,・ ないちた革ハ魚■通,・ 業の,1り ずみなイ蒙わたろ
.

ウ.様 から筆′■足 lぜ人た ′Кの建「
′ラ11_ネ まミぅ ιが,て 左 気中lミ 粂■L)(.

・ .tの 道 tt通 って業 1に にこ ,ょ
い人た水 は すべて、 K奮 肉 の本ヰ調 と

し■イ■
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フー トわt口 つ)は 軽 想 Rチ1の で、雄の中の経 時京 ‖  (ウ 〕

瑞峡ら月げ,・ 1ザ リ、キ気のよ51し ζとん.・ ti tょ 、]の てなX,

( イ ー トウt口・ レ lよ 単 争珠 徴 り の■11月 FFK,よ 平タテに

、    コメおりな「1日 のように十工)■ ll■異りの■″ X,

t ウ…'本1から■}.垣 ぽ人た永り大ちレは.箋掌によ,■

、、     スく育は七熟ヽ‐,π 燿汚記ら .於 ■、:く の■“ Q
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